
ウェブ担当者のための 
JIS X 8341-3:2010対応講座 

 

方針策定と発注のポイント 

http://waic.jp/ 



イントロダクション 
 



JIS X 8341-3 

高齢者・障害者等配慮設計
指針 ー 情報通信における
機器、ソフトウェア及び
サービス ー 第3部：ウェブ
コンテンツ 
 

 2004年6月制定 
 2010年8月改定 



規格票の閲覧 / 購入 

 閲覧：JISC（日本工業標準調査会） 
http://www.jisc.go.jp/app/JPS/JPSO0020.html 
「X8341-3」で検索 

 
 購入：JSA Web Store 
http://www.webstore.jsa.or.jp/webstore/top/ 
「X8341-3」で検索 

http://www.jisc.go.jp/app/JPS/JPSO0020.html
http://www.webstore.jsa.or.jp/webstore/top/


ウェブアクセシビリティ基盤委員会（WAIC） 

 JIS X 8341-3:2010対応に不可欠な技術文書、
各種ガイドライン等を提供          http://waic.jp/  

http://waic.jp/


WAIC 参画企業・団体（委員所属の企業・団体名） 

 慶應義塾大学 
 東京女子大学 
 東洋大学 
 W3C/慶應 
 日本障害者協議会 
 日本障害者リハビリテーション協会 
 アドビシステムズ 
 アライド・ブレインズ 
 インフォアクシア 
 NECデザイン＆プロモーション 
 Cocktailz 
 キヤノンマーケティングジャパン 

 
 

 日経BPコンサルティング 
 日経BP社 
 日本アイ・ビー・エム 
 日本電気 
 日本電信電話 
 日本マイクロソフト 
 ビジネス・アーキテクツ 
 日立公共システムエンジニアリング 
 日立製作所 
 富士通ソフトウェアテクノロジーズ 
 富士通デザイン 
 ミツエーリンクス 

 （敬称略、順不同） 



WAIC（ウェブアクセシビリティ基盤委員会） 

WG1（理解と普及） 
 JISの正しい理解と普及に必要な活動 

WG2（実装） 
 JISの実装に必要な資料を作成・公開 

WG3（試験） 
 JISを用いた試験を実施する際に必要な資料を作成・
公開 



JIS X 8341-3:2010 関連文書 

 JIS X 8341-3:2010 解説 
アクセシビリティ・サポーテッド（AS）情報 
AS情報を作成する際に必要となるテストファイル 
 JIS X 8341-3:2010 試験実施ガイドライン 
ウェブコンテンツのJIS X 8341-3:2010 対応度
表記ガイドライン 

アクセシビリティ方針策定ガイドライン 
 JIS X 8341-3:2010 対応発注ガイドライン 



W3C WCAG 2.0 関連翻訳文書 

ウェブ・コンテンツ・アクセシビリティ・ガイド
ライン（WCAG）2.0 

WCAG 2.0 解説書 
WCAG 2.0 実装方法集 



この講座のアウトライン 

1. 方針策定のポイント 
 アクセシビリティ方針とは 
 アクセシビリティ方針策定ガイドライン 

 WAIC 副委員長 植木 真（インフォアクシア） 
 

2. 発注のポイント 
 JIS X 8341-3:2010対応発注ガイドライン 

 WAIC WG1 委員 近藤 真太郎（富士通デザイン） 



1. 方針策定 
 

「アクセシビリティ方針策定ガイドライン」 

WAIC 副委員長 植木 真（インフォアクシア） 
 



1-1. アクセシビリティ方針とは 

JIS X 8341-3:2010の要件と事例紹介 



方針策定＝JIS X 8341-3:2010の要件 

方針を策定し、文書化する 
方針には目標とする等級を含める 

 

推奨：方針をサイト、マニュアル、パッケージ等で公開 



 

 総務省  
http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/policy/webaccessibility/   

http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/policy/webaccessibility/


 

 経済産業省 http://www.meti.go.jp/main/accessibility.html    

http://www.meti.go.jp/main/accessibility.html


 

 山口県 
http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11000/houshin/mokuhyou.html     

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a11000/houshin/mokuhyou.html


 

 北九州市 
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/category/file_0001.html      

http://www.city.kitakyushu.lg.jp/category/file_0001.html


 

 茨木市 
http://www.city.ibaraki.osaka.jp/aboutsite/accessibility/hosin.html       

http://www.city.ibaraki.osaka.jp/aboutsite/accessibility/hosin.html


 

 二本松市 
http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/site/hajimete/accessibility.html        

http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/site/hajimete/accessibility.html


 

 塩尻市 
http://www.city.shiojiri.nagano.jp/aboutweb/webaccessibility.html    

http://www.city.shiojiri.nagano.jp/aboutweb/webaccessibility.html


参考：みんなの公共サイト運用モデル 

 ウェブアクセシビリティ方針策定・公開の手順書 
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/w_access/pdf/index_02_03.pdf  

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/w_access/pdf/index_02_03.pdf


 

 富士通 http://jp.fujitsu.com/accessibility/  

http://jp.fujitsu.com/accessibility/


 

 沖電気工業 http://www.oki.com/jp/terms/accessibility.html   

http://www.oki.com/jp/terms/accessibility.html


 

 キヤノン http://canon.jp/notice/accessibility.html   

http://canon.jp/notice/accessibility.html


 

 日立製作所 http://www.hitachi.co.jp/utility/accessibility/   

http://www.hitachi.co.jp/utility/accessibility/


1-2. アクセシビリティ方針 
策定ガイドライン 

「アクセシビリティ方針」のつくりかた 



方針策定＝JIS X 8341-3:2010の要件 

方針を策定し、文書化する 
方針には目標とする等級を含める 

 

推奨：方針をサイト、マニュアル、パッケージ等で公開 



1. ガイドラインの目的 

ウェブアクセシビリティ方針を作成する際に、
文書に明記すべき事項を示す 

ウェブアクセシビリティ方針に明記すべき事項
について、コンテンツ提供者がウェブアクセシ
ビリティ方針を策定しやすいように具体例を 
交えて解説 

 

民間企業のJIS X 8341-3:2010対応を促進することが主眼 



参考：  みんなの公共サイト運用モデル 

 ウェブアクセシビリティ方針策定・公開の手順書 
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/w_access/pdf/index_02_03.pdf  

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/w_access/pdf/index_02_03.pdf


2. 方針に明記すべき事項 

1. 対象範囲 
2. 達成等級及び対応度 

 
 国及び地方公共団体等の公的機関のウェブコンテンツ

（公式ホームページ、団体が提供する関連サイト、
ウェブシステム等）については、総務省の「みんなの
公共サイト運用モデル（2010年度改訂版）を参照 



2.1 対象範囲 

対応する対象範囲を明記 
 ウェブサイト名やドメインを明示して、対象とする
範囲を具体的に示す 

 対象に含まないウェブコンテンツがある場合には、
URIを明示するなどして、その部分が特定できるよ
うに明記 



2.2 達成等級及び対応度 

三つの達成等級（等級A、等級AA、等級AAA）
のうち、どの達成等級を目標とするかを定めて
明記 
 等級AAAを目標とすることは推奨しない 

「ウェブコンテンツの JIS X 8341-3:2010 
対応度表記ガイドライン」にある五つの対応度
のうち、どの対応度とするかを定めて明記 



参考：対応度表記ガイドライン（WAIC） 

 ウェブコンテンツのJIS X 8341-3:2010対応度表記 
http://waic.jp/docs/jis2010-compliance-guidelines/   

http://waic.jp/docs/jis2010-compliance-guidelines/


参考：みんなの公共サイト運用モデル 

 ウェブアクセシビリティ方針策定・公開の手順書 
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/w_access/pdf/index_02_03.pdf  

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/w_access/pdf/index_02_03.pdf


2.3 その他、明記するとよい事項 

 目標を達成する期限 * 
 例外事項（ある場合）* 

 対応度が一部準拠の場合：満たすことのできない達成基準を明記 
 対象外となるコンテンツがある場合：範囲が特定できるよう明記 

 追加する達成基準（ある場合） * 
 担当部署名 

 連絡手段（電話番号、Eメールアドレス等）も明記するとよい 
 現時点で把握している問題点及びその対応に関する考え方 

 試験を実施した後であれば、試験結果を表示しているページへの
リンクを追加するとよい 

 
* 「みんなの公共サイト運用モデル」では「必ず含める項目」とされている 

 



3. 事例｜  3.1 民間企業のウェブサイトの場合 

ウェブアクセシビリティ方針 
 
株式会社○○○のウェブサイトでは、「JIS X 8341-3:2010 高齢
者・障害者等配慮設計指針－情報通信における機器，ソフトウェア及
びサービス－第3部：ウェブコンテンツ」に対応することを目標とし、
アクセシビリティの確保と向上に取り組んでいます。 
 
対象範囲 
株式会社○○○のウェブサイト（http://www.example.co.jp/）
全体 

 



3. 事例｜  3.1 民間企業のウェブサイトの場合 

目標とする達成等級及び対応度 
JIS X 8341-3:2010の等級Aに準拠 
注記：弊社の ウェブアクセシビリティ方針における「準拠」という

表記は、情報通信アクセス協議会ウェブアクセシビリティ 
基盤委員会「ウェブコンテンツのJIS X 8341-3:2010  対
応度表記ガイドライン 第1版 - 2010年8月20日」で定めら
れた表記による。(URI http://waic.jp/docs/ jis2010-
compliance-guidelines/index.html)  



3. 事例｜  3.2 自治体のウェブサイトの場合 

ウェブアクセシビリティ方針 
 
○○市のウェブサイトでは、「JIS X 8341-3:2010 高齢者・障害者
等配慮設計指針－情報通信における機器，ソフトウェア及びサービス
－第3部：ウェブコンテンツ」に対応することを目標とし、アクセシビ
リティの確保と向上に取り組んでいます。 
 
対象範囲 
○○市のウェブサイト（http://www.city.example.jp/）全体 

 



3. 事例｜  3.2 自治体のウェブサイトの場合 

目標とする達成等級及び対応度 
JIS X 8341-3:2010の等級AAに準拠 
注記：弊社の ウェブアクセシビリティ方針における「準拠」という

表記は、情報通信アクセス協議会ウェブアクセシビリティ 
基盤委員会「ウェブコンテンツのJIS X 8341-3:2010  対
応度表記ガイドライン 第1版 - 2010年8月20日」で定めら
れた表記による。(URI http://waic.jp/docs/ jis2010-
compliance-guidelines/index.html)  

 

目標を達成する期限 
2015年3月31日 

 

担当部署 
○○市○○○○課 



2. 発注 
 

「JIS X 8341-3:2010 対応発注ガイドライン」 

WAIC WG1 委員 近藤 真太郎（富士通デザイン） 
 



2-1. JIS対応仕様書の現状 

調達仕様書、提案依頼書（RFP）等に 
よく見られる事例 



1. 仕様書の現状 

目標とする達成等級は定めているが、対応度、
対象範囲、検証等への取り組み方等が記されて
いない 



1. 仕様書の現状 

目標とする達成等級は定めているが、対応度、
対象範囲、検証等への取り組み方等が記されて
いない 



2-2. JIS X 8341-3:2010対応 
発注ガイドライン 

JISに対応したウェブコンテンツ制作 
発注の仕方 



1. ガイドラインの目的 

 JIS X 8341-3:2010に対応したウェブコンテ
ンツ制作を発注する際に、調達仕様書、提案依
頼書（RFP）等に明記すべき事項を示す 

発注する前に検討しておくべき事項について、
発注者が要件を定めやすいように具体例を交え
て解説 

 

JIS X 8341-3:2010対応を促進することが主眼 



参考：  みんなの公共サイト運用モデル 

 付属資料2「外部発注におけるアクセシビリティ確保手
順書」 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/w_access/pdf/index_02_04.pdf 
 

http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/w_access/pdf/index_02_04.pdf


2. 発注時に検討すべき事項 

1. 達成等級及び対応度 
2. 達成基準 
3. 対象範囲 
4. 技術 
5. 検証 
6. 試験の実施 
7. 成果物 
8. 保守・運用（参考） 



2.1達成等級及び対応度 

三つの達成等級（等級A、等級AA、等級AAA）
のうち、どの達成等級を目標とするかを定めて
明記 
 等級AAAを目標とすることは推奨しない 

「ウェブコンテンツの JIS X 8341-3:2010 
対応度表記ガイドライン」にある五つの対応度
のうち、どの対応度とするかを定めて明記 



2.1達成等級及び対応度 

良い例 
 JIS X 8341-3:2010の等級Aに準拠すること。 
本仕様書における「準拠」という表記は、情報通信アクセス協
議会ウェブアクセシビリティ基盤委員会「ウェブコンテンツの
JIS X 8341-3:2010 対応度表記ガイドライン 第1版 - 2010
年8月20日」で定められた表記による。 
（http://waic.jp/docs/jis2010-compliance-
guidelines/index.html） 

 
悪い例 
 JIS X 8341-3:2010に対応すること。 



2.2 達成基準 

「2.1 達成等級及び対応度」で目標として定め
た達成等級に基づき、適用する達成基準を示す。 

目標とする達成等級よりも上位の達成基準を適
用する場合は、それらを具体的に示す。 



2.2 達成基準 

良い例 
 等級A 及び AA の達成基準 
また、等級AAAの達成基準のうち、7.X.X.X、
7.X.X.X、7.X.X.Xを適用する。 

 



2.3 対象範囲 

対応する対象範囲を明記 
 対象となるドメインやページ数などを具体的に示す。 
 既存コンテンツの対応についてファイルの改編を行
うまたは代替コンテンツの作成を行うなどの対応方
法を検討し明記する。 

 例外があれば明記する。 



2.3 対象範囲 

良い例 
 http://www.xxx.xx.xx/aaa/ 以下のすべての
ウェブページ 総ページ数5240 

 ※PDFファイル：既存ファイルはそのまま使用 
 ※動画ファイル：既存の動画ファイルにはキャプ
ションを付加（達成基準 7.1.2.2 に対応） 
 

悪い例 
 ○○のサイトを対象とする 



2.4 技術 

 JIS X 8341-3:2010に対応する上で、依存す
るウェブコンテンツ技術を明記する。 

依存しないが使用するウェブコンテンツ技術に
ついても明記することが望ましい。 



2.4 技術 

良い例 
 依存するウェブコンテンツ技術 

XHTML 1.0 Transitional, CSS 2.1 及び 
JavaScript 1.2 

 依存しないが使用するウェブコンテンツ技術 
PDF、Flash 



2.5 検証 

構築工程の中で検証をいつ、誰が、どのように
実施するかを定めて明記する。 



2.5 検証 

良い例 
 HTML・CSSの雛形作成段階において、受託者にて、
総務省提供のmiChecker Ver.1.0を用いた検証を実
施する 

 JIS X 8341-3:2010に基づく試験の実施後に、発
注者にて、試験に用いた実装チェックリスト結果の
確認を実施する 
 

悪い例 
 JIS X 8341-3:2010の達成基準に適合しているこ
とを確認すること 



2.6 試験の実施 

 JIS X 8341-3:2010の「箇条8 試験方法」に
基づいて試験を実施するために、次の各項目を
明記する。 

各項目について検討する際には、ウェブアクセ
シビリティ基盤委員会が公開している「JIS X 
8341-3:2010 試験実施ガイドライン」を参照
のこと。 



2.6 試験の実施 

 2.6.1 対象範囲 
 JIS X 8341-3:2010の「8.1.1 ウェブページ単
位」または「8.1.2 ウェブページ一式単位」のどち
らで試験を実施するのかを定めて明記する。 
 

（参考）「8.1.2 ウェブページ一式単位」には以下の
パターンがある 

 a）すべてのウェブページを選択する場合 
 b）ランダムに選択する場合 
 C）ランダムではない方法で選択する場合 



2.6 試験の実施 

 2.6.2 実装チェックリスト 
 ウェブアクセシビリティ基盤委員会が公開している
「JIS X 8341-3:2010 試験実施ガイドライン」の
「3.2 実装チェックリストの例」などを参考にして
作成することを明記する。 
 

 2.6.3 達成基準チェックリスト 
 ウェブアクセシビリティ基盤委員会が公開している
「JIS X 8341-3:2010 試験実施ガイドライン」の
「3.3 達成基準チェックリストの例」などを参考に
して作成することを明記する。 



2.6 試験の実施 

 2.6.4 ツール 
 試験時に使用すべきツールまたは推奨するツールが
ある場合には、名称及びバージョン等を明記する。 

 試験には、ツールによる判定だけでなく、人間によ
る判断も要求されることも明記する。 
 

 2.6.5 試験結果 
 JIS X 8341-3:2010の「8.3 試験結果の表示」に
基づいて試験結果ページを制作するかどうかを明記
する。 



2.7 成果物 

発注先が納品する成果物を漏れなく明記する。 
 

良い例 
 適用する達成基準の要件を満たすウェブコンテンツ
一式 

 適用する達成基準の要件を満たすことを示す試験結
果資料 
 達成基準チェックリスト 
 実装方法チェックリスト 

 



2.8 保守・運用（参考） 

さらに保守・運用についても要件に含める場合
は、アクセシビリティ確保のために求める対応
を具体的に記載する。 
 （例：ユーザー評価の実施、教育・研修の実施な
ど） 



質疑応答 
 

「アクセシビリティ方針ガイドライン」 
 

「JIS X 8341-3:2010 対応発注ガイドライン」 
 

お問い合わせ： waic@ciaj.or.jp 



ウェブ担当者のための 
JIS X 8341-3:2010対応講座 

 

方針策定と発注のポイント 

http://waic.jp/ 
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